
〔 問題 I 〕  
 

 
 
解答例 
ア：3. 画素  イ：2. データ量を削減するため ウ：2. ⾮可逆圧縮 
エ：4. アップロード オ：4. パケット 
 
スマートフォンでの写真撮影で⾏われれる⼀連の画像データ処理について、それぞれの⽤語の理解を問
いかけています。保存⽤のフォーマットとして（他の GIF や PNG ではなく）JPEG が選ばれている第
⼀の理由は何か、それが教科書に出てくる可逆圧縮・⾮可逆圧縮といった⽤語と結びついていることを
確かめる意図の問題です。ダウンロード・アップロードといった⽇常的に登場する⾔葉、パケットのよ
うに科⽬の中で学ぶことも、同様にやはりそれぞれが実際の場⾯と関連づけて学んでくれることを期待
しています。 
 
  



〔 問題 II 〕  
 

 
 
チェックディジットについての理解を確認する問題です。誤りチェックは教科書ではパリティを取り上
げる場合が多いでしょうが、ここでは「ある検査⽅式」を決めて、その性質を検討しながら演習します。
つまり「提⽰された仕様を理解して、⼿順通り作業する（それを再現する）」ことで、読解⼒・思考⼒を
確かめようとしています。なおこのウェイトと剰余を⽤いた検査⽅式は ISBN などでも使われており、
⼀般的な⼿法です。 
 

 
 
解答例： 
(1)：×  (2)：○  (3)：×  (4)：○  (5)：○ 
 
チェックディジットの形式は、新しく設計する場合なら例えば C X Y Z のような並びでも構いません
から、(1)は×となります。そしてこの後の (2),(3),(4) はほぼ同じことを確認していることがわかるで
しょうか。たとえば X,Y,Z が 0,0,0 と 0,2,4 と 1,1,1 の場合、C はどれも 1 になります。また「検出でき
る場合がある」は「そうならない場合もある」ことを意味しますが、「⼊⼒間違いを誤り訂正できる」は
「できない場合もある」ことを含みません。それらを踏まえれば答が導き出せると思います。 
最後の(5)も(2),(3),(4)と同様のことです。たとえば 3,4,5 と、その桁を⼊れ替えた 5,3,4 はともに C が
0 になります。検出・訂正できる範囲には限度があるのです。 
 



 
 
解答例： 
(B)：2   (C)：3 
 
設問(B)は、まずストレートに C を求める、ほぼ計算問題ですね。 
(2×5 + 5×2 + 3×1) mod 7 = 23 mod 7 = 2 
 
設問(C)は、以下のように式の形で書いてみると解きやすくなります。 
(3×5 + 4×2 + Z×1) mod 7 = 5 
(2+Z) mod 7 = 5 
Z = 3 
 

 
 
解答例： 
(D)：5 通り 
 
これもやはり式で書いてみます。 
(1×5 + Y×2 + Z×1) mod 7 = 5 
(Y×2 + Z) mod 7 = 0 
 
つまり最後の式の Y（あるいは Z）を 0~5 まで変化させながら、剰余（7で割った余り）が 0 となる Z
（あるいは Y）の組み合わせを探せば良いのです。 
少し時間が掛かると思うかもしれませんが、やってみると、 
(Y, Z) = (0, 0) (1,5) (2,3) (3,1) (5,4) 
の 5 通りしかないことがわかります。 
  



〔 問題 III 〕  
 

 

 
ここでは「スタック」と呼ばれるデータ構造を取り上げています。スタックはデータ構造としては⼀般
的なものですが、教科書にはほぼ登場しません。しかしスタックのことを知らなくても、ここに記され
た仕様を読み取り、その通りに作業することで解答できます。その意味では問 II と同じく、読解⼒・思
考⼒を確かめる問題です。 
  



 
 
解答例： 
（A）： (1)：swap (2)：pop (3)：pop (4)：pop 
 
最初の popで右端の iを取り、残った onf に対して nfo と出⼒するのがゴールです。swapすることで
ofnとなりますから、あとは pop を繰り返すだけです。操作を確認するための問題ですね。 
 
 

 
 
解答例： 
（B）： (1)：dup (2)：swap 
 
次は push を含めた操作です。eyeつまり eが⼆つ、yが⼀つ必要なところに push eと push y だけしか
ない（(1), (2) は pushではないと説明あり）、つまり eと yが⼀つしか無い状態ですから、どこかでも
う⼀つ e 増やすために dupが必要です。 
dup はリスト最後の⽂字を重複させるのですから、eを増やすには push e の後しか dupを置くチャン
スはありません。push e, dup, push y とするとリストには eeyができていますから、あとは swapする
ことで⽬的の eyeが⼿に⼊ります。 
この時、下のような操作とその結果を整理して記録しながら作業しておれば、この次の問題を考えやす
くなると思います。 
 
 
 
 
 
 
 
  

操作 結果（リストの内容） 
（初期状態） （空） 
push e e 
dup ee 
push y eey 
swap eye 



 
 
解答例： 
（C）： pop, swap, dup, pop, swap, pop, pop, pop 
 
初期状態が napjでゴールが japanですね。これもやはり設問(B)のように操作と結果などを整理して記
録しながら作業すると安全かつ効率よく作業できるでしょう。正確な作業のためには記録が⼤事です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 操作 結果（リストの内容） 出⼒ 
 （初期状態） napj  

1. pop nap j 
2. swap npa  
3. dup npaa  
4. pop npa ja 
5. swap nap  
6. pop na jap 
7. pop n japa 
8. pop （空） japan 



〔 問題 IV 〕  
 
（問題の前⽂が⻑いのでここには引⽤せず、グラフだけ提⽰しておきます） 

 
 

 
 
解答例： 
(A)： (1)：○  (2)：○  (3)：×  (4)：○ 
 
前⽂に提⽰したデータの意味とその表現について理解した上で、⼩問ごとに記された事項について正誤
を判定する問題です。説明を理解し、グラフから情報を読み取れる能⼒を確認するものです。 
今回は、箱ひげ図を取り上げました。今回の箱ひげ図には「外れ値」が表⽰されています。つまり、こ
の箱ひげ図のひげの上端と下端は最⼤値や最⼩値ではありません。また，箱は四分位数を表し、その箱
の中の線は中央値を表しています。また、情報通信機器 B の 20代のデータのほとんどは 20％以下に分
布していますが、外れ値として 32％を⽰した年があることを⽰しています。 
  



（これも前⽂は引⽤せずグラフだけにとどめます。） 

 
 

 
 
解答例： 
(A)： (1)：×  (2)：○  (3)：×  (4)：○ 
 
この問題は，散布図の読み取り能⼒と、相関係数の理解を確認するものです。相関係数は、⼀⽅のデー
タが増加したときに、他⽅のデータも増加する場合を正の相関があると⾔います．⼀⽅のデータが増加
したときに、他⽅のデータも減少する場合を負の相関があると⾔います．したがって、このデータは負
の相関があるということになります。ちなみに、⼀⽅のデータの増減と他⽅のデータの増減に直線的な
関連が⾒られないとき相関関係はないと⾔います。 
 
  



〔 問題 V 〕 
 
プログラミングの問題です。センサーなど受験者があまり扱わない題材でしょうが、実質的にはファイ
ルからデータを順に読み書きする問題です。解答例は引⽤する問題内の解答枠に⼊れておきます。 

 
 
問題プログラム中の if ⽂の中に、10 件ごとに平均値を求める操作があります。ここで必要なのは変数
sum に得た data を累積し、今何件めかを⽰す count を⼀つ数え上げることですね。データを数えて平
均を出すプログラムを書いたことがある⼈には⾒慣れた問題だったかもしれません。 
 
 

⾔語について： 
ここで⽤いているプログラミング⾔語は我々が AOによる情報⼊試で 2016 年から使ってきたもの
で、我々が⼊試のために仕様を決めた、処理系の存在しない擬似⾔語です。C, Python, JavaScriptな
どでの⼀般的なプログラミング経験のある⼈であれば、提⽰されたコードからアルゴリズムを読み
取ったり、箱抜きされた部分を埋めることに問題はないでしょう。 
我々の情報⼊試はアルゴリズムを読み取り、検討し、書き下すことができるかどうかを確認するも
のであって、特定の⾔語の細かい⾔語仕様を記憶して正確に紙に書けるかどうかを評価したいわけ
ではありません。C ⾔語に慣れた受験者が⾏末にセミコロンを書いてしまっても減点はしません。 
この⾔語仕様については毎年共通ですから、この模擬試験や Web で公開している過去問を事前に
⾒て（できれば解いて練習して）おけば、本番の受験では⾔語仕様のページは「⼤⼩⽐較の書き⽅
は？」と思った時に⾒る程度で済むでしょう。 

 
  

sum = sum + data 
count = count + 1 



 

 
次の問題は圧縮されたデータを復元するプログラムです。圧縮アルゴリズムは以下のように前⽂に記さ
れています。 
1. センサから読み取ったデータに値 0 が N個連続して出現した場合、（257-N) を計算し、その値を

N個の 0 の代わりに 1バイトのデータとしてファイルに保存する。 
2. 連続しない 1個だけの 0 はそのままファイルに保存する。 
3. N が 156より⼤きい場合は、101 をファイルに保存して N の値を 156減らす⼿順を繰り返す。 
 
圧縮アルゴリズムを精密に追いかけ、復元アルゴリズムをそこから起こして書くのが王道ですが、圧縮
データ 66 0 7 7 7 254 29 を復元すると 66 0 7 7 7 0 0 0 29 になる、と復元事例が提⽰されて
います。この「254 が 3 つの 0」になることが⼿掛かりになります。 
つまり 257-254=3 のぶんだけ繰り返して print(0)すれば 0 0 0 の出⼒になることと、アルゴリズム記述 
1. の⼀致が取れれば、上の通りストレートに解答できると思います。 
 

別解： 
なお先⾏して実施した模擬試験では、以下のようにする⽅法を何⼈かが出してきました。 

for( i = 0; i < n; n = n - 1 )  

print(i) 

iを増やして必要回数をループさせるのではなく、nを減らして回します。そして iは 0 のまま変化
しないので print(i)は実質 print(0)というわけです。もちろんここを print(0)と書いても構いませ
ん。 

 
  

257 – data 
                      i = i + 1 
  print(0) 



 

 
次の問題は現データのファイルを圧縮形式に変換するプログラムです。左の関数 putZeros()、つまり引
数(n)に与えられたゼロの連続数に復元されるデータ列を出⼒する関数から取り組みましょうか。 
前半の while ループは前ページのアルゴリズム記述 3.の処理、つまり 156より⼤きい場合は 101 を書い
て count から 156 減じることの繰り返しです。すると if ⽂の位置では残りのゼロ連続数(count)は 156
以下に限られます。この場合、N個の連続する 0 は、257-N をデータとして書くことを、受験者は前の
問題を含めて何度も⾒たはずです。ただし 0 が連続しない（⼀つしかない）場合は、そのまま 0 を書き
ます（前ページのアルゴリズム記述 2.相当）。 
これで putZeros 関数には単にデータファイル中の「連続する 0 の数」を数えて指定するだけで良いこ
とになります。右の関数 saveCompressedData()には putZeros()関数は⼆箇所ありますが、いずれも連
続数に lengthを与えていますが、lengthを数える記述はどこにもありません。つまり箱抜き部分は length
の処理だと推定できるとあとは簡単ですね。getData()で読み込んだデータが 0 なら lengthをひとつ増
やすだけで他は何もしない。0 でなければそれまで数え上げた lengthを putZeros()に与え、ゼロに戻し
ておけば良いのです。 

  0 
 
  257 – count 

  length = length + 1 
 

  length = 0 



〔 問題 VI 〕 
 
（問題の前⽂が⻑いのでここには冒頭部分だけ引⽤しておきます） 

 
 
この問題では、⼆種類の試験を⾏った結果を組み合わせて評価することを考えます。同⼀の対象に対し
て複数の観点から得られているデータをまとめて分析し、そこから読み取れる内容を正しく把握できる
かを問います。また、分析の過程で⾏う計算や、分析結果の表やグラフを適切に描き表せるかも確認し
ます。 

 

解答例：( i ) 

 

 
問題⽂の表 1 では、全ロボットを対象に、性能試験が基準値未満のロボットと基準値以上のロボットの
個数が⽰されています。⼀⽅、表 2 では、全ロボットから不良品と判定されたものだけを取り出して、
性能試験が基準値未満と基準値以上の個数が得られています。つまり、表 3 の中で分かっていない情報
は、「不良品でないロボット」の性能試験の結果の個数です。表 3 のクロス集計表で縦⽅向に性能試験
の結果を集計し、横⽅向に最終動作チェックの結果を集計していることに注意すれば、「不良品」の列に
は表 2 の「計」の列の数字が⼊ることが分かります。また、表 3 の「計」の列は全ロボットについての
性能試験の結果の個数ですから、表 1 の「計」の列の数字がそのまま⼊ることになります。後は、表の
⾏ごとに「計」から「不良品」の個数を引いて、「不良品でない」ロボットの列を埋めれば完成です。 

                     480                  640 
 
 
 
40                 4320                4360 
 
 
 
200                 4800 



 

 
 
解答例：( ii ) 

 
 
前⽂に提⽰したデータの意味と、(i)で作成した表について理解した上で、問いの⽬的を理解して計算⽅
法を考える問題です。 
表 3 で「不良品」の列を縦に⾒て、不良品全体の個数 200 個の中で、性能試験が基準値未満であった
160個が何割にあたるかを計算します。「百分率（%）で」という指定がありますので、計算式にはしっ
かり「×100」を記載して、結果の数値にも単位「%」を明記しましょう。割合に限らずどのような数値
でも、単位を⽰さないとその数値の意味が正しく伝わらないことをよく憶えておきましょう。（ただし、
⽐率など、データの性質として無単位であるようなものも多く存在します。無単位であるかも含めて意
識することが重要です。） 
 

 
 
解答例：( iii ) 

 

 
 
前問と同様ですが、ここでは「基準値未満」の⾏を横に⾒て、「計」の 640個のうち「不良品」の 160
個が何割にあたるかを計算式に表します。計算結果が正確であるかよりも、計算式やその表記が正し
いかを主に評価します。  



 
解答例： 

 

 
問題⽂に書かれている分析の意図を理解し、分析に必要な情報を表の中から適切に読み取って値を計算
した上で、グラフのフォーマットに正しく描き表す問題です。４か⽉分の数値を１つずつ計算する必要
があるため、やや計算時間を要しますが、計算⾃体は容易に⾏えるものばかりです。 
前問で作成した表 3 を⾒て、全ロボット中の不良品の割合が、⑨の総計のうちの⑦の不良品の計の割合
で表されることに着⽬すれば、表 1 と表 2 のそれぞれの最下⾏の「計」の⾏に、各⽉の計算に必要な情
報が⽰されていることに気づきます。グラフの縦軸の単位が％であることにも注意して、百分率で求め
た値を順次プロットして直線で結びます。 
表 2 の不良品のロボットの⽉ごとの計を⾒ると、6⽉（50個）から 7⽉（60個）にかけて増えている
ように⾒えますが、作成したグラフからは、製造したロボットに占める不良品の割合としては、6⽉（4%）
から 7⽉（3%）にかけて、逆に下がっていることが⾒てとれます。 
  



 
 
解答例： 
(ii)： a.：×   b.：○   c.：○   d.：×   e.：○ 
 
a と b については、前問で作成したグラフの解釈をそのまま問う問題です。これに関連して d と e 
は、表 2 の不良品の個数が 6⽉から 7⽉にかけて⾒かけ上増えているように⾒えるデータの意味を、
全ロボットの製造個数の情報も踏まえて総合的に考える問題です。得られているデータの数値のみを
表⾯的に⾒るのではなく、全体の中での意味を考えながら適切に分析を⾏って注意深く解釈してゆく
ことの重要性を意識しましょう。 
c のみ観点が異なる分析についての問題で、やや⼾惑うかもしれませんが、必要な情報が表 2 に全て
表されていることが分かれば、簡単な割算の計算で答えが導けます。 
 


